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資料３ 衛陶施釉技能選手権第回グローバル杯開催
月日（水）、7272サニテクノ小倉工場内にて
『衛陶施釉技能選手権』を開催。
つの国と地域、拠点から名の選ばれし
施釉職人達が、己のプライドを掛け、競技に挑みました。
【施釉】とは、陶器に色と光沢を施すため、焼き上げる前の陶器に釉薬を吹き付ける作業ですが、
複雑な形状の陶器に約PPの釉厚味を均一に施す、大変熟練の要る職人技です。
グローバルに活躍するための人財～ “ 強さ”と“しなやかさ”の育成
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日本で表彰しています。グローバルで動く分、一体感を持つことも大切です。
日本の人を表彰するだけでなく、海外の人で活躍した人は、きちんと日本へお
呼びして小倉の本社で社長から表彰を行う。このような形で、一体感を持った
グローバル人財の育成を行っています。
　最近テレビでも取り上げられていましたのが、技能選手権です（資料３）。
ものづくりのスタッフを全世界から呼んで、技能を競う取り組みです。ずっと
日本人の優勝者が多かったですが、今年はベトナムの方が優勝しました。どん
どんグローバルでの力がついている。どの国で生産をしても、TOTOという同
じ品質のものができる。そんな形を目指して、グローバルの選手権大会を開催
しています。
　特に、これは製造過程を一生懸命見ている様子（資料３：右下写真）ですが、
陶器を焼く際の厚みで、どれくらいの釉薬をかければよいのかというところ
で、0.6なのか0.8なのかを目で見て競っています。このような技能向上の取り
組みも行っています。
　若手社員をどんどん海外に送り出す取り組みも積極的に行っています。今現
在、海外で働くTOTOからの出向の社員は160名ほどですが、その中で今年は５
名、昨年は７名、若手の中から希望者を公募し選抜して、海外出向というかた
ちで働いてもらっています。海外で働く若手のなかには多くの女性もいます。
４．最後に
　これまで人財育成において色々な取り組みを行っていることをお話してきま
したが、最後に、どのような人が自律して仕事が出来て、結果としてアウト
プットを出したのかという事例を２つほど紹介して終わろうかと思います。
　生活の身の回りにはいろんなリモコンがあり、なかでもテレビのリモコンが
一番身近ではないかと思います。ウォシュレットのリモコンについては、皆さ
んは壁に貼り付いたものをご覧いただいていると思いますが、その裏を見てみ
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ると電池が入っていたり、埋込み式のものはコードがあったり、必ず電源につ
ながっています。つまり電気が必要なのです。電源がないと動かない。そこで
TOTOは電池の要らないリモコンを作りました。
　リモコンは、横20㎝、縦12㎝と若干大きい程度で気になるほどではありま
せん。ボタンをおすことで発電して、その発電した電気を使って電波を飛ばし
て通信を行います。
　仕組みとしてはボタンを押すと、それが棒に伝わっていって、棒を動かすこ
とによって磁石がコイルの中を通ります。これによって弱いですが電気が起こ
ります。その電気を使って電波に変えて送るというのがこのリモコンの仕組み
になります。
　TOTOというのはトイレを作る会社ですが、この技術によって電波功績賞、
電波産業会長賞、といったぜんぜん違う分野から表彰を受けました。また、環
境設備デザイン賞もいただきました。トイレは色んな人が使います。親指で押
すだけでなくて、甲で押したり、手のひらで押したり、いろんなことをやって
も発電するという実験を行ったということです。
　実は、これを発明した人は技術系の入社12年目の女性で、旦那さんもTOTO
に務めていてお子さんもいらっしゃる方です。日頃からこういうところに着目
してみれば成果が出せます。商品開発が決して男性中心の職場ではないという
ことです。
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　では、次にNew Lavatory Spaceについて説明したいと思います。
（動画ナレーション）
　これは、女性のLavatory Spaceの実態です。女性のトイレの利用で、最も
多いのが化粧直し。実に、女性の70％がこう答えています。女性のLavatory 
Spaceの平均動作時間は手洗いで20秒、化粧では120秒もかかります。
　鏡との距離があり、化粧しづらいという現状があります。化粧台の上に
スペースがなく、濡れた洗面台に置くしかありません。洗面台が混んでい
るため、横から手を洗わせてもらう、借り洗いも常識化しています。混雑
や使い勝手の悪さが女性のストレスになっていました。
　新しいTOTOの提案、それは個々の振る舞いを考慮したNew Lavatory 
Space。間口はそのままに、手洗いから化粧までの動線がスムーズになり
ました。２人でいっぱいだった洗面台が、洗面器をコンパクトにし、化
粧専用鏡を設置することで３人同時に使える空間へと変化しました。化
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粧のしづらかった鏡との距離もぐっと近くなり、化粧が快適になりまし
た。濡れた洗面台においていた荷物も、濡らさずに置ける化粧棚をつけま
した。手洗いのしづらかった洗面台は、すっきりした壁付水栓に変わるこ
とで動作空間が広がり、使いやすく生まれ変わります。スペースに合わせ
て、洗面器に工夫を、様々な用途に応じた空間をトータルにご提案いたし
ます。従来の女性ラバラトリースペースの問題点を解決したTOTO　New 
Lavatory Space。快適から始まるオフィスとパブリックスペースの新たな
可能性。TOTO　New Lavatory Space。
　これも見て分かる通り、従来の洗面所を改修すれば、同じスペースで極めて
快適になります。という例です。
　このアイデアを考案した人も女性なのですが、この方は実はTOTOには派
遣社員として入り、プレゼンテーションというお客様にいろいろな提案をする
職場にいたのですが、自らの経験を活かして企画し、こうしたものを開発しま
せんかという提案をしてくれたという例です。今現在では正社員として働いて
もらっています。
　私は女子トイレがあのような状態になっているということは知らなかった。
これまで、どちらかといえば商品の開発や設計というものは、TOTOでも男性
が行っていました。しかし、男性の目線では先程のような発想は絶対に起こり
ません。結局、ここでダイバーシティ（多様性）という考え方、世の中に存在
している割合で多様な人財が会社のなかで活躍しないと、女性の立場、様々
な境遇の方の目線でのモノが作れない。例えば、障害者の目線でものが作れる
か。そういったことを考えると、これからダイバーシティという考え方が極め
て重要になってきます。
　皆さんも先程のような考えで、どしどし会社に提案する。それが世の中に出
ていくと、こんなに楽しいこと、嬉しいことはありません。まさに、「自己実
現ができる。会社でもこのように取り組めば、本当に楽しく自らを成長させる
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ことができる。そんな場が、会社には、企業には用意されている」ということ
を述べたところで、私の話を終わりにさせていただこうかと思います。
　是非、新しい学部、新しい発想で研究していただいて、学生でしかできない
ような色々な経験を積んでいただいて、社会に出て、世の中のために貢献でき
るような人財に育っていっていただければと思います。そのために、今回の話
が皆様にとっての一助になればという思いでお話させていただきました。
　長々と時間を頂戴いたしまして、ありがとうございました。
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